
事業報告書  
（２０１９年４月１日から２０２０年３月３１日まで） 

 
Ⅰ. 事業に関する事項  

１． 顕彰事業  
１．１ Ｃ＆Ｃ賞の受賞者の選考・決定  

２０１９年２月１９日に開催された２０１８年度第３回審査委員会並びに同年  
３月６日に開催された２０１８年度第４回理事会において、２０１９年度Ｃ＆Ｃ賞の

募集要項及び募集から選考に至るスケジュールが審議・承認された。 
これを受けて、同年４月１５日に財団事務局から国内２０９名、海外２１９名の

有識者宛に推薦依頼状が発送され、締切り期日の同年５月３１日までに、国内

外合わせて２６通、２５件の候補者（グループ）の推薦が得られた。これにより過

去１０年の累積候補者数は１５６件となった。 
受賞者選考に当たっては、賞の意義に照らして慎重な選考を行うため第１回

審査委員会の前に予備審査委員会が同年６月２５日に開催され、累計１５６件

の候補者から１２件に絞り込みが行われた。続いて同年７月１０日に２０１９年度

第１回審査委員会が開催され、慎重な審議の結果、２０１９年度Ｃ＆Ｃ賞受賞

候補者として次の２グループ３名が選考された。 
   
   グループ A 
     安田  靖彦  博士   東京大学  名誉教授  
                     早稲田大学  名誉教授  
   羽鳥  光俊  教授   東京大学  名誉教授  
          国立情報学研究所  名誉教授  

［対象業績］ 放送及び情報通信工学における画像情報処理分野に関  

する先駆的研究開発と分野発展に係る先導的貢献  

 

   グループ B 
    レスリー ランポート 博士  マイクロソフト リサーチ 
            ディスティングイッシュド サイエンティスト   

   ［対象業績］ 分散処理システムにおける基礎理論の確立に関する貢献  
 

この選考結果を受けて同年７月３０日に２０１９年度第３回理事会が開催さ

れ、評議員陪席のもと、審査委員会原案の通り上記２グループ３名を２０１９年

度Ｃ＆Ｃ賞受賞候補者として内定した。 
各候補者に連絡をとり、いずれの候補者も受賞を快諾され、ここに２０１９年

度Ｃ＆Ｃ賞受賞者を正式に決定した。 



 

 
１．２ Ｃ＆Ｃ賞表彰式典  

２０１９年度Ｃ＆Ｃ賞表彰式典を、２０１９年１１月２７日に東京プリンスホテルに

おいて挙行した。まず贈呈式では、招待者と一般参加者計約１３０名の列席の

もとで、青山審査委員長から受賞者及び受賞理由の発表があり、次に遠藤理

事長から、受賞者に賞牌等が手渡された。続いて受賞者による受賞講演があ

り、その後、式典参加者を交えたカクテル、受賞者及び招待者によるディナー

パーティーが開催された。 
 

１．３ Ｃ＆Ｃ若手優秀論文賞  
本賞は当財団の国際会議論文発表者助成を受けて海外で発表された論

文の中から、毎年概ね３件以内の優秀論文に対して賞金を授与するものであ

る。今回は審査対象論文８３件について２０１９年９月１３日から１０月２３日にか

けて本賞のために設けられた予備審査委員会により、独創性、有効性等の観

点から書面による審査が行われ、その中から１２件の受賞候補論文が選考され

た。これら受賞候補論文の中から、同年１２月１０日に開催された２０１９年度第

２回審査委員会において、２０１９年度Ｃ＆Ｃ若手優秀論文３件が決定され、２０

２０年１月２８日にＮＥＣ本社ビルで開催された研究助成会において、チャン テ
イ タイン フエン氏（会津大学）、牧島  直輝氏（東京大学）及び志村  和也氏

（山梨大学）の３名にそれぞれ賞状並びに賞金２０万円が授与された。 
 
２． 研究助成事業  

２０１９年３月６日に開催された２０１８年度第４回理事会において２０１９年度事

業計画及び予算が審議され、国際会議論文発表者助成及び外国人研究員助

成の実施を決定し、研究助成費予算総額を２，０５０万円とした。 
 

２．１ 国際会議論文発表者助成  
２０１９年度国際会議論文発表者助成は、前年までと同様に前期と後期の年

２回の募集（公募）を行った。応募と助成の実績は次表の通りであった。 
 前  期  後  期  年間計  
応  募  ８２名  ８２名  １６４名  
助  成  ３６名  ３８名  ７４名  
助成額合計  ８,１５０,０００円  ７,１２０，０００円  １５,２７０,０００円  

 
２．２ 外国人研究員助成  

２０１９年度外国人研究員助成は、前年度と同様に年一回公募で募集した。

助成者としては２０１８年１２月１１日に開催された２０１８年度第２回審査委員会



 

において３名を内定した。助成期間は２０１９年４月から１年間で、助成額は１名

あたり月額１２万５千円、年間１５０万円とし、助成者３名に対し合計４５０万円の

助成金を支給した。 
応  募  助  成  助成額合計  

１７名  ３名  ４５０万円  
 
２．３ 研究助成会の開催  

２０２０年１月２８日に当財団の外国人研究員助成の受給者及びＣ＆Ｃ若手

優秀論文賞受賞者を対象に、次表のとおり研究助成会を開催した。 
場所  対象者  出席者数  

ＮＥＣ本社ビ

ル 
２０１９、２０２０年度の外国人研究員助成受給

者、２０１９年度Ｃ＆Ｃ若手優秀論文賞受賞者  
１０名  

 
Ⅱ． 総務に関する事項  
１.  理事会・評議員会  
２０１９年度中に次の理事会及び評議員会が東京都港区白金台五丁目７番１６

号日本電気泉華荘会議室において開催され、各議案が審議・承認された。 
(1) ２０１９年度第１回理事会   （２０１９年５月１０日  決議の省略） 

第１号議案  ２０１８年度（２０１８年４月１日～２０１９３月３１日） 
    の事業報告書及び財務諸表の審議、承認の件  
第２号議案   ２０１９年度定時評議員会の第２号議題の議案の件  

(2) ２０１９年度定時評議員会  （２０１９年５月２９日  於：泉華荘会議室） 
   第１号議案  ２０１８年度（２０１８年４月１日～２０１９年３月３１日） 
       事業報告書及び財務諸表承認の件  
   第２号議案  役員等選任の件  
   第３号議案  常勤理事の報酬の件  
   第４号議案  役員及び評議員の報酬等並びに費用に関する規程  

改正の件  
(3) ２０１９年度第２回理事会   （同上） 

    第１号議案  代表理事選出の件  
第２号議案  審査委員選任の件  
第３号議案  審査委員長選任の件  
第４号議案  顧問選任の件  

(4) ２０１９年度第３回理事会   （２０１９年７月３０日  於：泉華荘会議室） 
第１号議案  ２０１９年度Ｃ＆Ｃ賞受賞者決定の件  
報告事項  理事長及び専務理事の職務状況報告  

(5) ２０１９年度第４回理事会    （２０２０年３月１１日  決議の省略） 



 

第１号議案  ２０２０年度事業計画案審議の件  
第２号議案   ２０２０年度収支予算案審議の件  
第３号議案   ２０２０年度定時評議員会招集の件  
報告事項  １） 理事長（代表理事）及び専務理事（業務執行理事） 

の職務の状況報告   
        ２）２０２０年度第１回理事会の開催形式（決議の省略）に 

ついて 
 

２． ２０１９年度事業日誌  
     －各理事会、評議員会の議題は上記「Ⅱ-1項」に記載  

２０１９年  
 ５月１０日  第１回理事会  （決議の省略） 
 ５月２９日  定時評議員会及び第２回理事会開催  
 ６月２５日  予備審査委員会開催  
  － ２０１９年度Ｃ＆Ｃ賞受賞候補者の予備審査  
 ７月１０日  第１回審査委員会開催  
  － ２０１９年度Ｃ＆Ｃ賞受賞候補者の選考  
 ７月３０日  第３回理事会開催  
 １１月２７日  ２０１９年度Ｃ＆Ｃ賞表彰式典挙行  
 １２月１０日  第２回審査委員会開催  
  － ２０１９年度Ｃ＆Ｃ若手優秀論文賞受賞者選考  
  － ２０２０年度外国人研究員助成受給者選考  
２０２０年  
 １月２８日  外国人研究員助成受給者及びＣ＆Ｃ若手優秀論文賞受

賞者を対象とした研究助成会  
 ２月１８日  第３回審査委員会開催  
  － ２０２０年度会議開催予定日について 
  － ２０２０年度顕彰事業について 
  － ２０２０年度研究助成事業について 
 ３月１１日  第４回理事会開催  （決議の省略） 

 
この間、２０１９年９月及び２０２０年３月に国際会議論文発表者助成の書類

審査が審査委員によって行われた。 
 

以上  



 

事業報告書附属明細書  
（２０１９年４月１日から２０２０年３月３１日まで） 

 
詳細については、事業報告書の本文内で説明済みであるので内容の記載を

省略する。 
 

以上  


